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およそ２年前の２０２３年３月に行われた 

「烏山線の利便性向上と利用促進に向けた申し入れ」 

の団体交渉にて、サイクルトレインの導入を提案しました！ 

 

 

 

   【交渉内容の一部抜粋】 

   （組合）ＪＲ西日本で言えばきのくに線、ハード面で大きな設備投資もなく、成功例として良い 

モデルだと考える。（烏山線においても）費用対効果は見込める。 

   （会社）サイクリングを趣味としている人は、５０キロから１００キロを自転車で漕ぐ。そうな 

ると、烏山まで行くとそのようなコースがなく、集客は見込めない。 

 

４．烏山線を幅広く利用者から注目してもらえるよう「サイクルトレイン」として売り出し、利

用促進へと繋げていく考えについての会社の見解を示すこと。 

組
合 

輸送サービス労組大宮地本は、赤字ローカル線の烏山線についていち早く問題意識を

持ち、利用者や関係者の方々の声を聞いてきました。地方創生の鍵は、烏山線の存続を

願う方々と一致協力することが何より必要と考えていたからです。サイクルトレインは

いただいた要望の１つであり、今回の実現に至ったことは、サステナブルな烏山線を目

指す私たちの考えや取り組みが大きな意味を成すということを物語っています。 


